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議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名について

日程第２ 会期の決定について

日程第３ 報第１号 専決処分の承認を求めることについて

（中央広域環境施設組合職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例）

日程第４ 議第１号 中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例制定について

日程第５ 議第２号 中央広域環境施設組合職員の給与に関する条例の一
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日程第６ 議第３号 平成３０年度中央広域環境施設組合一般会計予算

について
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午後１時２５分 開会

○議長（細井 英輔君）

皆さん、こんにちは。

本日は、平成３０年第１回 中央広域環境施設組合議会定例会にご参集いた

だき、まことにありがとうございます。

ただいまの出席議員は１７名で定足数に達しております。よって、平成３０

年第１回中央広域環境施設組合議会定例会は成立いたしましたので、開会をい

たします。これより本日の会議を開きます。

日程に先立ち、 ５番原田由一君から欠席する旨、届け出がありましたので、

ご報告いたします。

本日の日程は、お手元に配付いたしましたとおりでございます。ご了承を願

います。

○議長（細井 英輔君）

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第７３条の規定により、議長におい

て、２番 塩田智子君、１１番 木村松雄君を指名いたします。

○議長（細井 英輔君）

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。

本定例会の会期につきましては、本日１日限りといたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

【 「異議なし」と呼ぶ者あり 】

○議長（細井 英輔君）

ご異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日１日限りと決定しま

した。

○議長（細井 英輔君）

これより審議にはいります。管理者より、提案理由の説明を求めます。

○管理者（藤井 正助君）

議長。

○議長（細井 英輔君）
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管理者。

○管理者（藤井 正助君）

皆様、改めまして、こんにちは。

開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

本日、平成３０年第１回中央広域環境施設組合議会 定例会を招集しました

ところ、組合議員各位におかれましては、公私ともに大変お忙しい中、ご出席

を賜りまして誠にありがとうございます。

また、日頃は、組合運営におきまして、格段のご理解、ご協力を賜っており

ますことに、重ねて厚くお礼を申し上げたいと思います。

ここで、当センターの昨年の運転状況について、ご報告をさせていただきま

す。

昨年１年間のゴミ搬入量は３万１１９トン、前年に比べまして、２７３トン

の減少でございました。処理人口の減少や、構成市町でのゴミ減量化の取り組

みが、ゴミ搬入量減少の主な要因だと考えております。今後も、ゴミ減量化に

向けた啓発活動を進めていただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。

さて、昨年は、幸いにも災害による施設の被害も無く、安定した施設の稼働

が、現在も継続しているところでございます。今後も、周辺環境に十分配慮し

ながら、安定した施設運営に取り組むとともに、効率的に施設を稼働させるこ

とで、経費の削減に努めてまいりたいと考えているところでございます。

続きまして、新施設建設計画についてでございます。

当センターは、平成１７年８月の稼働から１３年目を迎えております。施設

の稼働期間を２０年間とする、地元とのお約束がございますので、期限までに

新施設が建設できるよう、現在、構成市町との協議を進めているところでござ

います。

時間的な余裕は多くありませんが、約束を遵守できるよう取り組んでまいり

たいと考えております。

議員各位におかれましては、改めて、格別のご支援、ご協力を賜りますよう

よろしくお願いを申し上げます。

それでは、提案理由について説明を申し上げます。

今定例会に提出しております案件は、中央広域環境施設組合職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例に関します報告案件が１件、中央

広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

等の条例案件が２件、平成３０年度中央広域環境施設組合一般会計予算

に関します予算案件が１件の計４件でございます。

まず、報第１号、専決処分の承認を求めることについて、地方自治法第１７

９条第１項の規定によりまして専決処分を行ったため、これを報告し、承認を
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お願いするものでございます。

次に、議第１号、中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例制定につきましては、地方公務員の育児休業等に関する法律

の一部が改正されることに伴いまして、条例の一部を改正するものでございま

す。

次に、議第２号、中央広域環境施設組合職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例制定につきましては、徳島県人事委員会勧告に準じた、条例の一部

改正を行うものでございます。

次に、議第３号、平成３０年度中央広域環境施設組合一般会計予算につきま

しては、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、２２億３３０万６千円とするもので

ございます。

歳入の主なものとしましては、負担金が２１億３,７５２万６千円、前年度

から２,７１２万４千円の増額でございます。また、衛生手数料が６,２４９万

８千円でございます。前年度から４７万２千円の減額でございます。

歳出の主なものとしましては、総務費が、８,０５７万７千円、負担金など

の変動によりまして、前年度から３３０万９千円の減額でございます。

次に、衛生費が、１４億７,１６０万９千円、環境センターのプラント整備

計画に基づき実施する整備委託料等の変動によりまして、前年度から３,０２

０万６千円の増額でございます。

予算の執行にあたりましては、各事業ごとに十分精査を行いまして、不必要

な支出をできる限り抑制してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。

以上、概略を説明申し上げましたが、個々の詳細につきましては、議事の進

行に伴いまして、逐次ご説明なり、補足説明を申し上げてまいりたいと考えて

おります。

今回、提案をさせていただきました議案につきましては、当組合を運営する

にあたりまして重要な案件でございますので、十分ご審議の上、すべて原案ど

おりご承認下さいますよう、よろしくお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。

よろしく、お願いいたします。

○議長（細井 英輔君）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

日程第３、報第１号、専決処分の承認を求めることについて（中央広域環境

施設組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）を議題といたします。

事務局の補足説明を求めます。
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○総務課長（北川 正司君）

議長。総務課長 北川。

○議長（細井 英輔君）

北川総務課長。

○総務課長（北川 正司君）

報第１号、専決処分の承認を求めることについて、ご説明申し上げます。議

案書の報第１号をお願いいたします。地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、中央広域環境施設組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、別紙のとおり専決処分をさせていただきましたので、同条第３項の規定

により、これを報告し、承認をお願いするものでございます。

次のページをご覧ください。専決処分書でございます。人事院勧告及び徳島

県人事委員会勧告に準じた改正を行うものでございます。なお、改正に当たり

ましては、必要最小限の範囲で専決処分をさせていただいております。専決処

分日は平成２９年１２月２０日でございます。

主な改正の内容といたしましては、１２月において支給する勤勉手当の支給

割合を、一般職員は、０．１月分引き上げ０．９５月分、再任用職員は、０．

０５月分引き上げ０．４５月分に改めるものでございます。

また、次のページからございますように、国及び徳島県に準じて、行政職給

料表の水準を引き上げるものでございます。以上、簡単ではございますが、報

第１号、専決処分の承認を求めることについての説明とさせていただきます。

ご審議の程よろしくお願いいたします。

○議長（細井 英輔君）

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。

[「質疑なし」と呼ぶ者あり]

○議長（細井 英輔君）

ご質疑が無いようでありますので、質疑を打ち切り、直ちに採決いたします。

お諮りいたします。報第１号、専決処分の承認を求めることについて（中

央広域環境施設組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）を

承認することにご異議ございませんか。
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[「異議なし」と呼ぶ者あり]

○議長（細井 英輔君）

ご異議なしと認めます。よって、報第１号は原案のとおり承認されました。

日程第４、議第１号、中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例制定について、及び、日程第５、議第２号、中央広域

環境施設組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定についての２

件を一括して議題といたします。事務局の補足説明を求めます。

○総務課長（北川 正司君）

議長。総務課長 北川。

○議長（細井 英輔君）

北川総務課長。

○総務課長（北川 正司君）

議第１号及び議第２号について、ご説明申し上げます。

改正内容につきましては、概要について、要点のみご説明いたします。

議案書の議第１号をお願いいたします。議第１号、中央広域環境施設組合職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定についてご説明申し上げ

ます。地方公務員の育児休業等に関する法律の一部が改正されたことに伴いま

して、所要の改正を行うものでございます。主な改正の内容といたしましては、

非常勤職員の育児休業について、特別の事情がある場合には、子が２歳に達す

るまで休業できることと改めるものでございます。施行日は公布の日でござい

ます。

次に、議案書の議第２号をお願いいたします。議第２号、中央広域環境施設

組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定についてでございま

す。人事院勧告及び徳島県人事委員会勧告に準じて、所要の改正を行うもので

ございます。主な改正の内容といたしましては、勤勉手当の支給割合を、一般

職員は０．９０月分、再任用職員は０．４２５月分に改めるものでございます。

施行日は平成３０年４月１日でございます。

以上で、議第１号及び第２号の説明とさせていただきます。ご審議の程よろ

しくお願いいたします。

○議長（細井 英輔君）

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。



- 8 -

[「質疑なし」と呼ぶ者あり]

○議長（細井 英輔君）

ご質疑が無いようでありますので、質疑を打ち切り、直ちに、議第１号及

び議第２号の２件を一括して採決いたします。

お諮りいたします。議第１号、中央広域環境施設組合職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例制定について、及び、議第２号、中央広域環

境施設組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定についての２件

を、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

[「異議なし」と呼ぶ者あり]

○議長（細井 英輔君）

異議なしと認めます。

よって、議第１号及び議第２号の２件の議案は、原案のとおり可決されま

した。

日程第６、議第３号、平成３０年度中央広域環境施設組合一般会計予算

についてを議題といたします。事務局の補足説明を求めます。

○総務課長（北川 正司君）

議長。総務課長 北川。

○議長（細井 英輔君）

北川総務課長。

○総務課長（北川 正司君）

議第３号 平成３０年度中央広域環境施設組合一般会計予算について,ご説

明申し上げます。平成３０年度中央広域環境施設組合一般会計予算書の１Ｐを

お願いいたします。

平成３０年度中央広域環境施設組合の一般会計の予算は、次に定めるところ

によるものでございます。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２２億３３０万６千円と

定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表 歳

入歳出予算による。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ
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の最高額は、１億円と定める。

続きまして、２Ｐ、３Ｐをお願いいたします。

第１表、歳入歳出予算の、歳入でございます。

１款 分担金及び負担金、１項 分担金及び負担金 ２１億３,７５２万６千

円、２款 使用料及び手数料、１項 手数料 ６,２４９万８千円、３款 財産収

入、１項 財産運用収入 １１９万３千円、４款 繰入金、１項 基金繰入金

１千円、５款 繰越金、１項 繰越金 １００万円、６款 諸収入、１項 預金利

子 １万円、同款 ２項 雑入 １０７万８千円、歳入合計、２２億３３０万６

千円でございます。

続いて歳出でございます。

１款 議会費、１項 議会費、４２万円、２款 総務費、１項 総務管理費、８,

０２１万４千円、同款 ２項 監査委員費、３６万３千円、３款 衛生費、１項

清掃費、１４億７,１６０万９千円、４款 公債費、１項 公債費、６億４,８

５０万７千円、５款 諸支出金、１項 基金費、１１９万３千円、６款 予備費、

１項 予備費、１００万円、歳出合計、２２億３３０万６千円でございます。

続きまして、予算の内訳をご説明申し上げます。

１０Ｐ、１１Ｐをお願いいたします。まず、歳入でございます。

１款、１項、１目 負担金、本年度予算額、２１億３,７５２万６千円、前年

度予算額、２１億１,０４０万２千円、２,７１２万４千円の増額でございます。

当組合を運営するに当たりまして、構成２市２町にご負担をお願いしており

ます市町負担金でございます。構成市町ごとの負担額は、１１Ｐの説明欄にご

ざいますとおり、吉野川市８億６,５４３万４千円、阿波市７億６,３１２万８

千円、板野町２億７,４２１万９千円、上板町２億３,４７４万５千円でありま

す。

２款、１項、１目 衛生手数料、本年度予算額、６,２４９万８千円、前年度

予算額、６,２９７万円、４７万２千円の減額でございます。これは、許可業

者から納入いただいておりますごみ処理手数料で、搬入量１トン当たりの単価

は前年と同額の６,４８０円でございます。

３款、１項、１目 利子及び配当金、本年度予算額、１１９万３千円、前年

度予算額、１６万５千円、１０２万８千円の増額でございます。基金の利子で

ございます。

４款、１項、１目 財政調整基金繰入金、本年度、前年度予算額ともに、１

千円でございます。

１２Ｐ、１３Ｐをお願いします。

５款、１項、１目 繰越金、本年度、前年度予算額ともに、１００万円でご

ざいます。

６款、１項、１目 預金利子、本年度、前年度予算額ともに、１万円でござ
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います。同款、２項、１目 雑入、本年度予算額、１０７万８千円、前年度予

算額、６８万６千円、３９万２千円の増額でございます。主なものは、説明欄

にございますように、ごみを処理した後に発生するスラグなどの副産物売払収

入９０万１千円などでございます。

１４Ｐ、１５Ｐをお願いいたします。続きまして、歳出でございます。

１款、１項、１目 議会費、本年度予算額、４２万円、前年度予算額、４２

万１千円、１千円の減額でございます。１節 報酬、３７万円、組合議員皆様

方の報酬でございます。１１節 需用費、４万円、消耗品と食糧費でございま

す。１２節 役務費、１万円、通信運搬費でございます。

続きまして総務費でございます。

２款、１項、１目 一般管理費、本年度予算額、８,０２１万４千円、前年度

予算額、８,３３６万１千円、３１４万７千円の減額でございます。１節 報酬、

３４６万３千円、管理者、副管理者、電気主任技術者などの特別職の報酬でご

ざいます。２節 給料、１,６８２万８千円、組合職員４名分の給料でございま

す。３節 職員手当等、１,１３４万円、組合職員の各種手当でございます。４

節 共済費、６０６万９千円、職員共済組合負担金、臨時職員社会保険料など

でございます。

１７ページをお願いいたします。

７節 賃金、１６７万８千円、事務補助の臨時職員１名分の賃金でございま

す。８節 報償費、７万円、施設見学に訪れた小学生を対象とした、環境美化

啓発の標語応募者への記念品代でございます。９節 旅費、１０万円、職員研

修などに参加する為の普通旅費と監査事務研修に職員１名が、随行する為の特

別旅費でございます。１０節 交際費、３万円、管理者交際費でございます。

１１節 需用費、１８５万１千円、事務用品などの消耗品費、印刷製本費など

でございます。１２節 役務費、２８８万５千円、内訳といたしましては、切

手代等の通信運搬費が６２万４千円、合併浄化槽の清掃や施設のワックスがけ

等に必要な手数料が５３万４千円、建物災害保険料と自動車損害保険料が１７

２万７千円でございます。１３節 委託料、６３４万４千円、内訳の主なもの

といたしましては、弁護士顧問料６０万円、管理棟昇降機の保守点検５１万９

千円、樹木等管理清掃業務の３９５万円６千円などでございます。１４節 使

用料及び賃借料、１０１万７千円、財務会計システム、セキリュティ対策ソフ

トウェアの使用料などでございます。１８節 備品購入費、４４万８千円、パ

ソコン３台の買い換え費用でございます。

１９Ｐをお願いいたします。

１９節 負担金補助及び交付金、２,８０５万５千円、構成市町から派遣いた

だいております職員の人件費負担金が２,５９３万９千円、ほかに、周辺地域

活性化交付金２００万円などでございます。２７節 公課費、３万６千円、環
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境再生保全機構に納める汚染負荷量賦課金などでございます。

続きまして、同款、２項、１目 監査委員費、本年度予算額、３６万３千円、

前年度予算額、３７万６千円、１万３千円の減額でございます。１節 報酬、

１８万円、有識見者及び、議会選出の監査委員２名の報酬でございます。９節

旅費、１２万円、監査委員全国研修会に参加していただくための費用弁償２

名分でございます。１１節 需用費、４万円、消耗品費でございます。１９節

負担金補助及び交付金、２万３千円、徳島県町村監査委員協議会会費などでご

ざいます。

続きまして、衛生費でございます。

３款、１項、１目 塵芥処理費、本年度予算額、１４億７,１６０万９千円、

前年度予算額、１４億４,１４０万３千円、比較としまして３,０２０万６千円

の増額でございます。９節 旅費、５万円、溶融スラグなど副産物を活用する

ための調査研修旅費でございます。１１節 需用費、６億２,１６５万７千円、

前年度から５５２万８千円の減額でございます。主なものとしましては、消耗

品費の薬品及び機械付属消耗器材が合わせて、１億８,９９０万７千円で、８

２９万４千円の増額でございます。燃料費のＬＮＧが１億４,５８０万円で、

９７２万円の減額でございます。

２０Ｐ、２１Ｐをお願いします。

光熱水費の電気料が２億８,２６６万円で、４０８万２千円の減額でござい

ます。需用費全体では、消耗品費が値上がりや購入量の増加による増加するも

のの、液化天然ガスの単価下落や、電力購入量の見直しにより、全体では５５

２万８千円の減額を見込んでいます。１２節 役務費、３４万４千円、主なも

のとしましては、場内排水施設管理手数料でございます。１３節 委託料、８

億４,６９６万円で、３,８１９万８千円の増額でございます。内訳の主なもの

としましては、環境センター運転委託料が、２億４,９３４万９千円でござい

ます。前年度と同額でございます。環境センター整備委託料が、４億９,９５

０万円、環境センターのプラント整備計画に基づきまして実施いたします各種

機器類の整備業務でございます。前年度から２,７８０万円の増額でございま

す。平成３０年度に予定されているNo.２ガスエンジンの６万時間の定期整備

が増額の主な要因でございます。環境調査業務委託料が、３,１６４万９千円、

３５１万７千円の増額でございます。施設内外の大気･水質･土壌などの調査を

行うものでございます。平成２９年度実績額を参考に見込んでいます。副産物

運搬業務委託料が、２,５１４万８千円、３２０万６千円の増額でございます。

ごみを処理した後に発生するスラグ、工業塩などの各種副産物の運搬を委託す

るものでございます。平成２９年度実績額を参考に見込んでいます。副産物リ

サイクル処理業務委託料が、３,７８７万５千円、７３２万２千円の増額でご

ざいます。スラグを除く副産物の資源化処理を委託するものでございます。廃
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棄物処理法施行令改正により、委託先での水銀を含む物質の資源化処理工程が

増えるため、処理単価が増加したことと、処理量の増加が見込まれるためでご

ざいます。１４節 使用料及び賃借料、２４０万６千円、利用できないスラグ

を東部臨海処分場で処理する為の使用料と機械借上料でございます。２２５万

円の減額でございます。１６節 原材料費、１５万円、工作資材の購入費で、

５万円の減額でございます。２７節 公課費、４万２千円、簡易無線電波利用

料と２トンダンプの重量税で、６千円の増額でございます。続きまして、公債

費でございます。４款、１項、１目 元金、本年度予算額、６億３,３９５万５

千円、前年度予算額、６億２,５０２万８千円、８９２万７千円の増額でござ

います。施設建設当時に借り入れた長期債の元金でございます。同項、２目

利子、本年度予算額、１,４５５万２千円、前年度予算額、２,３４８万円、８

９２万８千円の減額でございます。こちらは、長期債の利子１,４３８万５千

円と、一時借入金利子の１６万７千円でございます。

続きまして、諸支出金でございます。

２２ページ、２３ページをお願いいたします。

５款、１項、１目 基金費、本年度予算額、１１９万３千円、前年度予算額、

１６万６千円、１０２万７千円の増額でございます。主に、基金の利子を積み

立てるものでございます。続きまして、予備費でございます。

６款、１項、１目 予備費、本年度予算額１００万円、前年度と同額でござ

います。

最後になりますが、２４Ｐから２７Ｐは、当組合の特別職・一般職の給与費

明細書、２８Ｐは、地方債 現在高の見込に関する調書でございます。

また、予算書の次には、構成市町の負担金算出資料並びに、平成３０年度から

の５カ年のプラント整備計画案を添付させていただいておりますが、ここでの

説明は、省略をさせていただきたいと思います。

以上、議第３号平成３０年度中央広域環境施設組合 一般会計予算について

の説明とさせていただきます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（細井 英輔君）

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。

[「質疑なし」と呼ぶ者あり]

○議長（細井 英輔君）

ご質疑が無いようでありますので、質疑を打ち切り、直ちに採決いたします。
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お諮りいたします。議第３号、平成３０年度中央広域環境施設組合一般

会計予算については、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

[「異議なし」と呼ぶ者あり]

○議長（細井 英輔君）

異議なしと認めます。よって、議第３号は、原案のとおり可決されました。

これにて、本議会に付議された案件の審議は全て終了いたしました。

平成３０年第１回中央広域環境施設組合議会定例会を閉会いたします。

午後１時５８分 閉会
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以上の会議録は事務局長の記載したものであり、その内容については大要

において正確であることを認め、ここに署名する。

議 長

署名議員

署名議員


